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対策を行っている実態がある。
　各大学におけるこの種の試験についての対
策については、一定の実践報告が存在する。
そのような点も含めて、先行研究の状況、採
用段階に関する研究の必要性については、吉
野（2018）で詳述したので、ここでは改めて
触れない。本論で扱うもののうち、場面指導
に関する研究として、群馬県の教員採用試験
の受験生向けに場面指導に関する指導をした
実績から当該試験の対策法をまとめた山口・
佐藤（2006）の研究がある。
　本論文では文部（科学）省から出された各
年度の「公立学校教員採用選考試験の実施方
法」を主たる資料として使用する。この資料
は、2019（平成31）年分から掲載される内容
が少なくなった。しかし、それまでは掲載さ
れていた内容は文部科学省のウェブページに
掲載されているので、2019（平成31）年分に
ついてはそれを使用し、『教育委員会月報』に
掲載されなかった2015（平成27）年分も同様
の形を取った１）。
はじめに
　本論文は、小学校の教員採用試験における
面接、模擬授業、場面指導の実施状況の変化
を、全国的かつ通時的な観点から明らかにす
るものである。その作業を通して、教員採用
のあり方について考察していくことにする。
　筆者は、以前に小学校の教員採用試験にお
ける実技試験の実施状況の変化を検討したこ
とがある（吉野2018）。小学校の採用試験に
おける実技試験は、1980年代に増加傾向を示
し、1990年代から2000年代まで安定傾向を示
しつつも２次試験での実施への移行が進み、
2010年代からは大都市圏を中心に実施を見合
わせる自治体が増えていった。
　教員採用試験は、筆記試験、実技試験にと
どまらず、さまざまな試験が課されている。
本論文で検討の対象とする面接、模擬授業、
場面指導もそのさまざまな試験の一部である
が、これらには共通する特徴がある。それは
当意即妙な対応が求められる、すなわち瞬発
力が試されるものということである。それゆ
えに、養成校でも教員採用試験受験者向けに
教員採用試験の試験科目の変遷（２）
─ 小学校の面接・模擬授業・場面指導の実施状況 ─
The Transition of the Contents Examined during the Teacher Employment Tests (2)
Interview, Mock Lesson and Role Play for Elementary School Teaching Candidates
　
吉　野　剛　弘
YOSHINO, Takehiro
キーワード ： 教員採用試験、面接、模擬授業、場面指導、小学校教員
Key words ： teacher employment test, interview, mock lesson, role play, elementary school teacher
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図はさまざまなことが考えられるが、面接官
の違い、質問内容の違い等を考慮する必要が
あるので、明確なことは分からない４）。
（２）集団面接
　表３は、集団面接の実施状況をまとめたも
のである。37年間の変遷から、以下の３期に
分けることが可能である。
　第一期は、1980年代から1990年代である。
この時期に集団面接を実施する自治体は増加
傾向にある。後述する内容とも関係するが、
個人面接に比して人手を要さない方式で、か
つ面接で問うような内容を確かめられるとい
う点が、増加の一因になったものと思われる。
また、教員採用試験の受験者数が多いことも
関係しているかもしれない。
　第二期は、2000年代前半である。この時期
に集団面接を実施する自治体数は、ピークを
迎える。
　第三期は2000年代後半以降である。この時
期は政令指定都市の増加などにより、自治体
数の合計は増加傾向にあるにもかかわらず、
集団面接を実施している自治体数は横ばいの
年もあるが、全体として減少傾向にある。こ
れは個人面接の複数回実施とも関係がありそ
うだが、複数回実施の調査が始まったのが
2005（平成17）年であるため、両者の関係は
不明である。調査開始以前から個人面接を複
数回実施していた可能性が残るからである。
　個人面接と明らかに異なるのは、１次試験
での実施が多いことである。これは多くの受
験生を同時に考査することが可能であること、
それゆえに個人面接に比して人手を要しない
ことが関係しているものと思われる。効率が
よい上に、個々の受験生の教育観や人格面を
確認できるのであれば、筆記試験や実技試験
１．面接の実施状況の変化
　表１（表は末尾に掲載。以下同じ）は、面
接、模擬授業、場面指導を実施している自治
体数をまとめたものである。面接の実施状況
が調査されたのは1982（昭和57）年以降であ
るが、1982（昭和57）年は個人面接と集団面
接の区別がされていない２）。表２、表３は、
1983（昭和58）年以降の個人面接、集団面接
の実施状況をそれぞれまとめたものである。
　2005（平成17）年から2018（平成30）年の
間（ただし2012（平成24）年を除く）は、同
一試験（１次試験ないし２次試験）の中で複
数回面接を実施している場合について、その
回数も示されるようになった。回数について
は、１回か２回のものがほぼすべてのため、
表では１回か複数回かのいずれかのみを示し
てある。なお、２次試験の欄に示してあるも
のには、３次試験での実施が含まれている３）。
　以下、個人面接、集団面接について、それ
ぞれ検討していく。
（１）個人面接
　表１から分かるように、1996（平成８）年
以降、2008（平成20）年を除いて、すべての
自治体において実施されている試験である。
　個人面接の実施状況をまとめた表２から分
かるように、個人面接はその多くが２次試験
での実施である。個人面接は、個々の受験生
に課さなければならないので、人手が必要な
試験である。人的な負担を考えて、一定の絞
り込みがなされた後の２次試験での実施につ
ながっているものと考えられる。
　2005（平成17）年以降は同一試験内での複
数回実施も示されるようになるが、複数回実
施している自治体も多い。複数回実施する意
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　22年間の実施自治体数を見ると、調査開始
初期こそ少ないが、全体として７割程度で推
移しており、ほぼ横ばいである。
　模擬授業が実施されるのは、圧倒的に２次
試験であり、一部に３次試験も含まれている。
実施に相当の労力を割かねばならないことを
勘案すれば、止むを得ないといえよう。
　関東地方では模擬授業を実施する自治体は
比較的少なく、東海地方もほとんど実施して
いない。愛媛県、静岡市、名古屋市は一貫し
て実施していない。一方で、北海道、東北地
方、九州地方では多くの自治体が実施してい
る。次章の場面指導の実施状況と連動してい
る面もあるが、その点は後述する。
　実施自治体数は横ばいではあるが、実施し
たり止めたりするケースが多い。減少傾向こ
そみられないので、この試験の内容それ自体
に問題があるようには思われないが、「費用対
効果」を考えてのことのように思われる。こ
の点は最後に改めて検討する。
３．場面指導の実施状況の変化
　表５は、場面指導の実施状況をまとめたも
のである。この項目が調査対象となったのは、
2003（平成15）年からである。
　16年間の実施自治体数を見ると、増減を繰
り返しているが、全体としてはほぼ横ばいで
ある。最初に調査された2003（平成15）年は
特に少ないが、３分の１前後で推移している。
全体として実施率が高いわけではないので、
一貫して実施していない自治体は多い。
　模擬授業を一貫して実施しなかった３つの
自治体のうち、静岡市を除いた２つの自治体
は一貫して場面指導を実施している。なお、
静岡市も2013（平成25）年までは実施してい
た。模擬授業と場面指導では試される内容に
という能力以外の要素を１次試験で取り入れ
ておく方がよい。結果的に２次試験以降の選
抜の効率を上げることにつながるからである。
　そのようなメリットがあるにもかかわらず、
ほとんど実施しない自治体もある。連続か分
断を含むかを問わず、全体の３分の１以上の
期間で実施していない自治体は、和歌山県（37
年中27年、以下同）、宮城県、沖縄県（以上、
18年）、石川県（15年）、千葉県（14年）、京
都府、愛媛県、佐賀県、仙台市（以上、13年）
である。
　2000年代後半以降に実施自治体数が減少す
ることは先述したが、2010年代には教員採用
試験の受験者数の伸び悩み、減少という事象
も生じる。2010年代には九州地方での実施が
目立って減少している。受験者数の伸び悩み
を勘案すると、受験生の確保を考えて他県と
横並びにしたという仮説は成り立つが、詳細
は不明である。
　減少の原因としては、個人面接に十分な時
間が確保できる中で、改めて集団面接を実施
するまでもないという考え方が広まったこと
が考えられる。あるいは、この試験方式への
疑問が生じた可能性もある。集団面接では全
員が同じように発言するわけではない。司会
が決まっていない、つまり議論の中で調整役
に回る受験生も発生する。さらには、集団の
構成員によって、議論の深まりは当然異なる。
個人面接と同じレベルで教育観や人格面が評
価できるかといえば、不安定要素が残るので
ある。
２．模擬授業の実施状況の変化
　表４は、模擬授業の実施状況をまとめたも
のである。この項目が調査対象となったのは、
1997（平成９）年からである５）。
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　採用試験は就職試験と同じであるから、面
接が取り入れられるのはごく当然のことであ
る。一方、模擬授業や場面指導は、パフォー
マンスが問われる上に、その内容も教員特有
のものである。その意味では教員採用試験に
ふさわしい内容ともいえそうである。
　しかし、模擬授業にせよ、場面指導にせよ、
いかに努力しても現実と同じになることはな
い。模擬授業で授業崩壊が起こることはない
し、場面指導によってクレームが発生するわ
けではない。むしろ限られた時間で資質を見
るということが目的である以上、どこかで予
定調和的に終了させざるを得ない。
　そもそも採用試験において生々しい現実を
見せることはできない。場面指導において典
型的だが、そこで取り上げられる事例は、何
らかの現実を参照しつつも、薄められたもの
である。そのような現実は、現場あるいは研
修で初めて見せることが可能になる。
　さらにいえば、この種の科目では瞬発力が
試されることは冒頭で述べた。しかし、それ
はその場をうまく切り抜けさえすればよいこ
とを含意してしまう。この種の科目で考査す
ることができる資質は限定的なのである。
　このように考えると、すべての自治体で実
施される個人面談以外のものの実施自治体数
が伸び悩むのはむしろ当然である。個人面談
で資質を確認できるのであれば、その他の科
目をあえて実施する必要性は低い。「費用対
効果」を考えれば、教員採用試験の受験者数
も伸び悩む現状にあっては、個人面談を丹念
に実施しさえすればよいということである。
　この問題は教員のライフコースのあり方を
考える上でも示唆に富む。つまり、模擬授業
や場面指導に相当する内容は研修段階で磨く
方がよいといえそうである。養成段階では一
はだいぶ違いがあるのだが、両者の実施状況
は対照的である。場面指導を実施している自
治体には、模擬授業を実施していない自治体
が多い。全体的な傾向を示せば、北海道や東
北地方は模擬授業を実施するが、場面指導を
あまり実施せず、関東地方、近畿地方は模擬
授業を実施せずに場面指導を実施するところ
が多い。
　実施したり止めたりするケースが多いのは、
模擬授業をはるかに上回っている。この内容
の効果を測りかねているともいえそうである。
ただし、場面指導に相当する内容は、面接で
実施することも可能である６）。現場で起こり
そうな事例について見解を質せば、実際に演
じるというところまではいかずとも、ある程
度対応力を確認することはできるからである。
　事実、山口・佐藤（2006）では個人面接の
後にそのようなことが問われたという事例が
示されている。群馬県の事例と思われるが、
いつの事例かも不明であるため、場面指導の
試験としてカウントされているのかは不明で
ある。このようなことを勘案すると、場面指
導と銘打って試験を実施しなくとも、場面指
導に相当することが問われている可能性は残る。
むすびにかえて
　小学校の採用試験における面接、模擬授業、
場面指導の実施状況は、それぞれに違う傾向
を示している。個人面接は事実上すべてで実
施され、集団面接は増加傾向を示した後に減
少しはじめている。模擬授業と場面指導はほ
ぼ横ばいである。
　実施時期については、集団面接のみが１次
試験で実施されやすい傾向にある。効率重視
ということなのだろうが、この点は２次試験
での実施に移行した実技試験と一緒である。
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集団とも３次試験だが、他の県では個人面接のみ
である。
４）『教員採用等の改善に係る取組事例』では、面
接時間、面接者（教員か民間人かなど）、質問内
容など、多様な項目が明らかにされている。ただ、
個人面接というものの性質上、すべての面接が全
く同じになるわけではないので、これらの項目を
検討することで実態がどの程度明らかにできるか
は微妙である。
５）模擬授業が項目立てされるのと同時に、指導案
も項目立てされた。現在両者は別項目として掲載
されているが、2012（平成14）年度分までの間は
まとめて掲載されていた。
６）2009（平成21）年度以降の『教員採用等の改善
に係る取組事例』の「面接内容」には、「模擬授業」
や「場面指導」という項目もある。一方で、「模擬
授業」や「場面指導」は独自に項目立てされてい
る。同書はあくまで各自治体の回答をまとめただ
けのもののため、両者の関係は不明である。
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（１）：小学校の実技試験の実施状況」、『埼玉
学園大学紀要　人間学部篇』第18巻
般論を講じるにとどまらざるを得ない内容で
ある上に、採用段階でも限定的なチェックし
かできないからである。
　翻って、以前に検討した実技は、教員採用
試験ではかつてほど重視されなくなっている
が、養成段階で身に付けさせ、採用段階で確
認する方がよい。実技に関する専門家は養成
校に多くいる上に、そこで身に付けた能力は、
「対策」として上塗りした知識よりは確固た
るものとして残りやすいからである。
　これまで、小学校の実技試験、面接、模擬
授業、場面指導について検討してきたが、こ
れ以外の科目として論作文、指導案も存在す
る。本論で扱った当意即妙な対応が求められ
る科目に比して一定の時間をかけられるとい
う点で、違う傾向がみられる可能性がある。
この点の検討は、今後の課題としたい。
注
１）2019（令和１）年８月14日に閲覧、取得した。
　　2015（平成27）年分：
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/senkou/__
icsFiles/afieldfile/2015/01/30/1354817_1_1.pdf
　　2019（平成31）年分：
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/senkou/__
icsFiles/afieldfile/2019/04/23/1416037_001.pdf
２）表２、表３には1982（昭和57）年の実施状況を
示さないので、以下に列記しておく。
　１次試験：岐阜県
　２次試験：埼玉県、東京都、神奈川県、三重県、奈良
県、鹿児島県、川崎市、横浜市、京都市、大阪市
３）３次試験で実施されたのは、2017（平成29）年
以降の大阪府と、2006（平成18）年から2007（平
成19）年までの鳥取県、2006（平成18）年から
2008（平成20）年までの佐賀県、2010（平成22）
年以降の大分県、2006（平成18）年から2008（平
成20）年までの鹿児島県である。大分県は個人、
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表１　実施の自治体数
採用年度
実施自治体
総数
面接
模擬授業 場面指導
個人 集団
1982 （昭和 57） 57 10
1983 （昭和 58） 57 52 26
1984 （昭和 59） 57 54 36
1985 （昭和 60） 56* 53 39
1986 （昭和 61） 57 54 42
1987 （昭和 62） 57 54 48
1988 （昭和 63） 57 54 49
1989 （平成 1） 57 53 49
1990 （平成 2） 58 55 51
1991 （平成 3） 58 55 51
1992 （平成 4） 58 55 51
1993 （平成 5） 59 57 54
1994 （平成 6） 59 58 54
1995 （平成 7） 59 58 52
1996 （平成 8） 59 59 54
1997 （平成 9） 59 59 51 31
1998 （平成 10） 59 59 52 38
1999 （平成 11） 59 59 56 36
2000 （平成 12） 59 59 56 42
2001 （平成 13） 59 59 58 43
2002 （平成 14） 59 59 58 40
2003 （平成 15） 59 59 58 43 15
2004 （平成 16） 60 60 59 41 21
2005 （平成 17） 60 60 57 43 28
2006 （平成 18） 61 61 58 43 27
2007 （平成 19） 62 62 57 48 21
2008 （平成 20） 64 63 57 50 21
2009 （平成 21） 64 64 52 47 27
2010 （平成 22） 65 65 52 48 31
2011 （平成 23） 66 66 51 49 29
2012 （平成 24） 65* 65 50 50 24
2013 （平成 25） 67 67 54 50 24
2014 （平成 26） 68 68 54 50 24
2015 （平成 27） 68 68 54 49 25
2016 （平成 28） 68 68 54 50 24
2017 （平成 29） 68 68 50 50 25
2018 （平成 30） 68 68 50 50 27
2019 （平成 31） 68 68 47 50 25
*1985（昭和 60）年度の京都市、2012（平成 24）年の福島県は、小学校教員を採用せず。
各年度の「公立学校教員採用選考試験の実施方法」および『教員採用等の改善に係る取組事例』より作成
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教員採用試験の試験科目の変遷（２）
表２　個人面接の実施状況
採用年度
???????????????????????????????????????????????????????????????????????
1983
（昭和58）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1984
（昭和59）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○
1985
（昭和60）
1 次 ○ * ○* ○ ○ ○ ○
2 次 ○* ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1986
（昭和61）
1 次 * * * ○ ○ ○
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1987
（昭和62）
1 次 ○ ○ ○* ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1988
（昭和63）
1 次 ○ ○ ○ * ○*
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ *
1989
（平成1）
1 次 ○ ○ ○* ○* ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1990
（平成2）
1 次 ○* ○ ○ ○ * ○ * ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○
1991
（平成3）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1992
（平成4）
1 次 * ○ ○ ○ ○ ○* ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1993
（平成5）
1 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○
1994
（平成6）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1995
（平成7）
1 次 ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1996
（平成8）
1 次 ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1997
（平成9）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1998
（平成10）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*
1999
（平成11）
1 次 ○* ○ ○ ○ * ○ * ○ ○ ○* ○
2 次 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2000
（平成12）
1 次 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2001
（平成13）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2002
（平成14）
1 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2003
（平成15）
1 次 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2004
（平成16）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2005
（平成17）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○
2 次 ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ◎* ◎* ○ ○
2006
（平成18）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ * ○ ○
2 次 ○ ○ 〇* ◎* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ◎* ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ 〇* ◎ ◎ ◎* ○
2007
（平成19）
1 次 ○ * 〇 ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ◎* ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 〇* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇* ◎ ◎* ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ○
2008
（平成20）
1 次 ○ 〇 ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ○
2009
（平成21）
1 次 ○ 〇 ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ◎ 〇* ◎ ○
2010
（平成22）
1 次 * 〇 ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2011
（平成23）
1 次 〇 ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2012
（平成24）
1 次 〇 ○ ○ ○ *
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2013
（平成25）
1 次 〇 ○ ○ ○ 〇*
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2014
（平成26）
1 次 〇 ○ ○ ○ 〇
2 次 ○ ○ ◎* 〇* ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 〇* ○ 〇* ○ ○ 〇* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2015
（平成27）
1 次 〇 ○ ○ ○ 〇
2 次 ○ ○ 〇* ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ 〇 ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2016
（平成28）
1 次 〇 ○ ○ ○ 〇
2 次 ○ ○ ◎* ◎* ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2017
（平成29）
1 次 〇 ○ ○ ○ 〇
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2018
（平成30）
1 次 〇 ○ ○ ○ 〇
2 次 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
2019
（平成31）
1 次 〇 ○ ○ ○ 〇
2 次 ○ ○ 〇* 〇* ○ ◎ ○ ○ ○ 〇* ○ ○ ○ ○ 〇* ○ 〇 ○ ○ 〇* ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 ○ 〇 〇* 〇 〇* ○
* は変更があったことを示す。　　 * ：この年から取りやめ　　○ *：この年から実施
「◎」は同一試験内で複数回実施したことを示す。ただし、大阪府のみ２次、３次での実施である。
１次、２次の双方で実施している自治体がある場合、「１次２次計」と「合計」は一致しない。
1985（昭和 60）年度の京都市、2012（平成 24）年の福島県は、小学校教員を採用せず。
各年度の「公立学校教員採用選考試験の実施方法」および『教員採用等の改善に係る取組事例』より作成
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採用年度
?????????????????????????????????????????????????????????????????????1 次
2 次
計
??
1983
（昭和58）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ 11
52
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41
1984
（昭和59）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ 11
54
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ 42
1985
（昭和60）
1 次 ○ ○ ○ ○ 10
53
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 43
1986
（昭和61）
1 次 ○ ○ * ○* * ○ 7
54
2 次 ○ ○* ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 47
1987
（昭和62）
1 次 ○ ○ ○ ○ 7
54
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 47
1988
（昭和63）
1 次 ○ ○ ○ ○ 8
53
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
1989
（平成1）
1 次 ○ ○ ○ ○ 10
55
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
1990
（平成2）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○* 11
55
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 47
1991
（平成3）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ 11
55
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48
1992
（平成4）
1 次 * ○ ○ ○ ○* ○ 11
55
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 49
1993
（平成5）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ 13
57
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 51
1994
（平成6）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ 13
58
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 52
1995
（平成7）
1 次 ○ ○ ○ * ○ 13
58
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 52
1996
（平成8）
1 次 ○ ○ ○ ○ 12
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 54
1997
（平成9）
1 次 ○ ○* ○ ○ ○ 14
59
2 次 ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 53
1998
（平成10）
1 次 ○ ○ ○* * ○ ○* ○ 15
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 55
1999
（平成11）
1 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ 16
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 54
2000
（平成12）
1 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ 14
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 56
2001
（平成13）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 56
2002
（平成14）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 56
2003
（平成15）
1 次 ○ ○ * ○ ○ ○ 13
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 56
2004
（平成16）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ 14
60
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 57
2005
（平成17）
1 次 * ○ ○ ○ ○ 12
60
2 次 ○ ◎* ○* ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ○ 58
2006
（平成18）
1 次 ○ ○* ○ ○ * ○ 12
61
2 次 ○ ○* ○ ○ ○ ◎* ○ ◎ ○ ○ ◎* ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 59
2007
（平成19）
1 次 ○ ○ ○ ○ * 10
62
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 60
2008
（平成20）
1 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ 13
63
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎* ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○* ○ ○ ○ ◎ ○ ◎* 62
2009
（平成21）
1 次 ○ * ○ ○ ○ ○ ○ 12
64
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○* ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○* * ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ 62
2010
（平成22）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* 12
65
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ * ○ ○ ◎ ○ ◎ 62
2011
（平成23）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
66
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ 63
2012
（平成24）
1 次 ○ * ○ ○ ○ ○ ○ 10
65
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ 62
2013
（平成25）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○* 13
67
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ◎* ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎* ◎* ○ ○* ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ 64
2014
（平成26）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* 14
68
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ○* ○* ○* ○ ○ ◎ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ 65
2015
（平成27）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14
68
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎* ◎* ◎* ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ 65
2016
（平成28）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14
68
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○* ○ ○ 65
2017
（平成29）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * * 12
68
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎* ○ 65
2018
（平成30）
1 次 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
68
2 次 ○ ◎* ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ 66
2019
（平成31）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
68
2 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○* ○* ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ 66
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表３　集団面接の実施状況
採用年度
???????????????????????????????????????????????????????????????????????
1983
（昭和58）
1 次 ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1984
（昭和59）
1 次 ○* ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○
1985
（昭和60）
1 次 ○ ○* ○* ○ ○ ○
2 次 ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* * ○*
1986
（昭和61）
1 次 * ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○*
2 次 ○* ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○* ○ *
1987
（昭和62）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○* ○* ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1988
（昭和63）
1 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ *
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*
1989
（平成1）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○* * ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1990
（平成2）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○* ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1991
（平成3）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1992
（平成4）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○* ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1993
（平成5）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○
1994
（平成6）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○* ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1995
（平成7）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ * ○ * ○ ○ ○ ○ * ○ * ○ ○ ○ ○
1996
（平成8）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1997
（平成9）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ * ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ * ○ ○ ○ * ○ ○ ○
1998
（平成10）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○ * ○ ○
1999
（平成11）
1 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ * ○ ○* ○ ○* ○ ○* ○ ○
2 次 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ * ○* ○* ○ ○
2000
（平成12）
1 次 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○* ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○
2001
（平成13）
1 次 ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○* * ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○
2002
（平成14）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ * * ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2003
（平成15）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○* * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○* ○ *
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○* ○
2004
（平成16）
1 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2005
（平成17）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2006
（平成18）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○
2 次 ○ ○ 〇* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2007
（平成19）
1 次 ○ ○ * ○ ○ ○ ○ * ○ ○ 〇* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎* ○ ○
2 次 ○ ○ 〇 * ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○
2008
（平成20）
1 次 ○ * ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 〇* 〇 ○
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇* ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 * ○ 〇 ○
2009
（平成21）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇* ○ 〇 ○
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ◎* * ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○
2010
（平成22）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ * 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇* ○ * ○ ◎* ○ ○ ○ ○ * 〇 ○ 〇 ○
2011
（平成23）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ 〇 ○
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○
2012
（平成24）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ◎ ○ 〇 ○ 〇*
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ 〇* 〇 ○ 〇 ○
2013
（平成25）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ * 〇* 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇* ○ 〇 * 〇 〇
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ * ○
2014
（平成26）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 〇 〇
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 〇* ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○
2015
（平成27）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ * 〇 〇
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○
2016
（平成28）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 〇
2 次 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○
2017
（平成29）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ * ○* 〇 ○ 〇 〇
2 次 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ * 〇* 〇 ○ ○
2018
（平成30）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 〇
2 次 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○
2019
（平成31）
1 次 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 * 〇 〇
2 次 * ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○
* は変更があったことを示す。　　 * ：この年から取りやめ　　○ *：この年から実施
「◎」は同一試験内で複数回実施したことを示す。
１次、２次の双方で実施している自治体がある場合、「１次２次計」と「合計」は一致しない。
1985（昭和 60）年度の京都市、2012（平成 24）年の福島県は、小学校教員を採用せず。
各年度の「公立学校教員採用選考試験の実施方法」および『教員採用等の改善に係る取組事例』より作成
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採用年度
?????????????????????????????????????????????????????????????????????1 次
2 次
計
??
1983
（昭和58）
1 次 3
26
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23
1984
（昭和59）
1 次 ○* ○* 6
36
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○* 29
1985
（昭和60）
1 次 ○ ○* ○* 9
39
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ 29
1986
（昭和61）
1 次 * * * 7
42
2 次 ○* ○* ○ ○* ○ ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34
1987
（昭和62）
1 次 ○* ○* ○* ○* ○* 15
48
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ 33
1988
（昭和63）
1 次 ○ ○ ○* ○ ○ ○ 17
49
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 33
1989
（平成1）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19
49
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 33
1990
（平成2）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○* ○ ○ ○* 25
51
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 33
1991
（平成3）
1 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ 27
51
2 次 ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31
1992
（平成4）
1 次 ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ * 32
51
2 次 * * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28
1993
（平成5）
1 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35
54
2 次 ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26
1994
（平成6）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34
54
2 次 ○ * ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27
1995
（平成7）
1 次 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35
52
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ 22
1996
（平成8）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36
54
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23
1997
（平成9）
1 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36
51
2 次 ○ ○* * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22
1998
（平成10）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35
52
2 次 ○ ○ ○* ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26
1999
（平成11）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37
56
2 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28
2000
（平成12）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35
56
2 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32
2001
（平成13）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37
58
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35
2002
（平成14）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ 37
58
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35
2003
（平成15）
1 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ 39
58
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○* ○ 37
2004
（平成16）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41
59
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39
2005
（平成17）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40
57
2 次 * ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○* ○ 39
2006
（平成18）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ 38
58
2 次 ○ ○ ○* ○ ○ ○ * * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39
2007
（平成19）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○* 37
57
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39
2008
（平成20）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * 35
57
2 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ * * 36
2009
（平成21）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎* 33
52
2 次 * ○* ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 35
2010
（平成22）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* 32
52
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ * ○ ○ ○ * * ○ ○ 31
2011
（平成23）
1 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31
51
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31
2012
（平成24）
1 次 ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32
2013
（平成25）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ 31
54
2 次 * * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ 30
2014
（平成26）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32
54
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31
2015
（平成27）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31
54
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ◎* ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32
2016
（平成28）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31
54
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32
2017
（平成29）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ 31
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ * * 29
2018
（平成30）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29
2019
（平成31）
1 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ 29
47
2 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ 27
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表４　模擬授業の実施状況
採用年度
???????????????????????????????????????????????????????????????????????
1997
（平成9）
1 次 ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1998
（平成10）
1 次 ○ ○* ○
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1999
（平成11）
1 次 ○* ○ * *
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ * ○ * * ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2000
（平成12）
1 次 ○* ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○* ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2001
（平成13）
1 次 ○* ○* * ○*
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2002
（平成14）
1 次 ○* ○ ○* ○
2 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ * ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2003
（平成15）
1 次 △* ○ * *
2 次 ○* ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○* * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○
2004
（平成16）
1 次 △ ○
2 次 ○ * * ○ ○ ○ ○ △* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* △* ○ ○ ○ ○
2005
（平成17）
1 次 △ ○ ○*
2 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
2006
（平成18）
1 次 * ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
2007
（平成19）
1 次 ○ ○
2 次 ○ ○* ○* ○ ○ ○ ○* ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ △ ○ ③* ○ ○ ○*
2008
（平成20）
1 次 ○ ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○* ○ ○ ○
2009
（平成21）
1 次 ○ ○
2 次 ○ * ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2010
（平成22）
1 次 * ○
2 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ * ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ * ○ ○ ○ ○
2011
（平成23）
1 次 ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○
2012
（平成24）
1 次 ○
2 次 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2013
（平成25）
1 次 ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○
2014
（平成26）
1 次 ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2015
（平成27）
1 次 ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2016
（平成28）
1 次 ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2017
（平成29）
1 次 ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ③* ○ ○ ○ ○ ○ ○
2018
（平成30）
1 次 ○
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ③ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2019
（平成31）
1 次 〇* ○
2 次 * ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
* は変更があったことを示す。　　 * ：この年から取りやめ　　○ *：この年から実施
表中の「△」は、一部受験生（条件は自治体によって異なる）に課されていることを示す。
２次試験の欄の「③」は３次試験での実施を示す。
１次、２次の双方で実施している自治体がある場合、「１次２次計」と「合計」は一致しない。
2012（平成 24）年の福島県は、小学校教員を採用せず。
各年度の「公立学校教員採用選考試験の実施方法」および『教員採用等の改善に係る取組事例』より作成
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採用年度
?????????????????????????????????????????????????????????????????????1 次
2 次
計
??
1997
（平成9）
1 次 ○ 3
31
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28
1998
（平成10）
1 次 ○ 4
38
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○* ○* ○ ○ ○ 34
1999
（平成11）
1 次 ○ 3
36
2 次 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ 33
2000
（平成12）
1 次 ○ 3
42
2 次 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39
2001
（平成13）
1 次 ○ 4
43
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39
2002
（平成14）
1 次 ○ 5
40
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35
2003
（平成15）
1 次 * 2
43
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* 41
2004
（平成16）
1 次 2
41
2 次 ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39
2005
（平成17）
1 次 3
43
2 次 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ 40
2006
（平成18）
1 次 2
43
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○* ○ ○ ○ 41
2007
（平成19）
1 次 2
48
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
2008
（平成20）
1 次 ○ 3
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ △* ○ ○ ○ 47
2009
（平成21）
1 次 ○ 3
47
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ * 44
2010
（平成22）
1 次 ○ ○ 3
48
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ * ○ ○ ○ 45
2011
（平成23）
1 次 ○ ○ 3
49
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
2012
（平成24）
1 次 ○ ○ 3
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ 47
2013
（平成25）
1 次 ○ * 2
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48
2014
（平成26）
1 次 ○ 2
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48
2015
（平成27）
1 次 ○ 2
49
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 47
2016
（平成28）
1 次 ○ 2
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48
2017
（平成29）
1 次 ○ 2
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48
2018
（平成30）
1 次 ○ 2
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48
2019
（平成31）
1 次 ○ 3
50
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇* ○ ○ 46
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表５　場面指導の実施状況
採用年度
?????????????????????????????????????????????????????????????????????1 次
2 次
計
??
2003
（平成15）
1 次 1
15
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ 14
2004
（平成16）
1 次 2
21
2 次 ○ ○* ○* ○ ○ ○ ○ 19
2005
（平成17）
1 次 2
28
2 次 ○* △* ○* △* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26
2006
（平成18）
1 次 ○* 2
27
2 次 ○ * ③* * ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25
2007
（平成19）
1 次 ○ 3
21
2 次 ○ ③ * ○ ○* * * ○ ○ ○ ○ ○ 18
2008
（平成20）
1 次 ○ 2
21
2 次 ○ ③ * ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ 19
2009
（平成21）
1 次 ○ ○* 2
27
2 次 ○ ○* ○ ○* ○ ○ ○ * ○ ○ ○* ○ ○* 25
2010
（平成22）
1 次 ○ ○ 3
31
2 次 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○* * ○ ○ 28
2011
（平成23）
1 次 ○ ○ 3
29
2 次 ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26
2012
（平成24）
1 次 * ○ 1
24
2 次 ○ ○* ○ * * ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 23
2013
（平成25）
1 次 ○ ○* 2
24
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 22
2014
（平成26）
1 次 ○ ○* ○ 3
24
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 21
2015
（平成27）
1 次 * * ○ 1
25
2 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ 24
2016
（平成28）
1 次 ○ 1
24
2 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23
2017
（平成29）
1 次 ○* ○ 2
25
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23
2018
（平成30）
1 次 ○ ○ 2
27
2 次 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25
2019
（平成31）
1 次 ○* ○ * 2
25
2 次 ○* ○ ○* * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ * 23
* は変更があったことを示す。　　 * ：この年から取りやめ　　○ *：この年から実施
表中の「△」は、一部受験生（条件は自治体によって異なる）に課されていることを示す。
２次試験の欄の「③」は３次試験での実施を示す。
１次、２次の双方で実施している自治体がある場合、「１次２次計」と「合計」は一致しない。
2012（平成 24）年の福島県は、小学校教員を採用せず。
各年度の「公立学校教員採用選考試験の実施方法」および『教員採用等の改善に係る取組事例』より作成
採用年度
???????????????????????????????????????????????????????????????????????
2003
（平成15）
1 次 △
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2004
（平成16）
1 次 △* ○*
2 次 ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ * ○ ○ ○ ○*
2005
（平成17）
1 次 ○* * ○
2 次 ○ ○ ○* ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○
2006
（平成18）
1 次 * ○
2 次 ○ ○ * * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○* ③* ○ ○
2007
（平成19）
1 次 ○ ○*
2 次 ○* * * ○ * ○ * ○ * ○ ○ * ③* ○ ○
2008
（平成20）
1 次 * ○
2 次 ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○ * ○ ○
2009
（平成21）
1 次 *
2 次 ○ * ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○* ○ ○* ○* * ○
2010
（平成22）
1 次 ○*
2 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○
2011
（平成23）
1 次 ○*
2 次 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2012
（平成24）
1 次 *
2 次 * ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○
2013
（平成25）
1 次
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* * ○ ○ * ○ ○
2014
（平成26）
1 次
2 次 ○ ○ ○ ○ * ○ ○* ○ * ○ ○ ○
2015
（平成27）
1 次
2 次 ○ ○ ○* ○* ○ ○ * ○ ○ ○* ○* ○ ○ ○
2016
（平成28）
1 次
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ *
2017
（平成29）
1 次
2 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2018
（平成30）
1 次
2 次 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2019
（平成31）
1 次
2 次 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ *
